
訟酬

説男
女
別
学
の
合
意
性

―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に

根

本

一　
は
じ
め
に

人
種
の
分
離
教
育
は
本
質
的
に
不
平
等
で
あ

っ
て
、
公
教
育
の
分
野
に
お
い
て

「分
離
す
れ
ど
も
平
等
に
」
♂
の
０
ミ
“
お
び
Ｌ

ｏ
ｏ
」
”
じ

の

（１
）

原
則
は
存
立
の
余
地
が
な
い
と
述
べ
た

一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
か
ら
四
〇
年
余
り
が
た
っ
た
。　
一
方
、
男
女
の
別
学
に
つ
い
て
は
、

最
高
裁
判
所
は
、
現
在
も
、
明
確
な
判
断
を
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
、
別
学
校
の
存
在
を
違
憲
と

す
る
こ
と
で
、
男
女
別
学
の
自
然
消
滅
を
待
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
別
学
が
平
等
保
護
に
違
反
す
る
と
し
て
提
起
さ
れ
た

一
九
八
二
年
と

一
九
九
六
年
の
二
つ
の
事
件
で
、
最
高
裁
判
所
は
違
憲
判
断
を
示
し
た
。
違
憲
判
決
は
い
ず
れ
も
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
前
夜
に
み
ら
れ
た
、
「分

離
す
れ
ど
も
平
等
に
」
を
厳
格
に
解
釈
し
て
、
当
該
別
学
が

「分
離
さ
れ
か
つ
不
平
等
」
（８
一
ミ
”
け
”
●
，
目
①
ρ
“
“
じ

と
ぃ
ぅ
前
提
に
立
つ

（２
）

も

の
で
あ

っ
た
。

（３
）

本
稿
で
は
、　
一
九
九
六
年
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
、
男
女
の
別
学
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
の
考
え
方
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
た
、

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一

猛
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そ
の
こ
と
は
、
性
差
別

一
般
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
の
現
在
の
態
度
を
分
析
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

（
１

）

”

【
Ｑ
瑠

“

く
。
ω

ｏ
”
『
Ｃ

ｏ
」

Ｕ

Ｏ
Ｃ
ｏ
”
Ｌ

Ｏ
●
・
∞
卜
ヽ

Ｃ

・
∽
・
卜
∞
∞

貧

⑬
い
０

・

（２
）
∽
ヨ
①”澪
メ
「
”
】詳
①『Ｌ
Ｓ
Ｃ
・ｐ
Ｓ
買
８
８
〉
パ
イ
ル
は
、
今
日
の
女
子
大
学
の
立
場
は
、
ス
ウ
ェ
ッ
ト
判
決
の
あ
っ
た
一
九
五
〇
年
の
自
人
大

学
と
同
じ
で
あ
る
と
み
る
。
「
Ч
Ｆ

〓
守
Ｐ
●
ｏ８
８
，
詳
図
や
覇
。
ま
た
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
も
、
後
述
の
よ
う
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
に
照
ら
せ
ば
事

実
上
男
女
別
学
は
不
可
能
と
す
る
。

（３
）
こ
の
問
題
に
関
す
る
邦
語
の
文
献
と
し
て
、
青
柳
幸

一
「国
公
立
女
子
大
学
の
憲
法
適
合
性
」
翁
個
人
の
尊
厳
と
人
間
の
尊
重
」
貧

九
九
六
年
し
、

君
塚
正
臣

「性
差
別
司
法
審
査
基
準
論
」
第
六
章

（
一
九
九
六
年
）、
大
沢
秀
介

「性
差
別
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
法
学
教
室
第

一
九
八
号
五
三
頁

（
一
九
九
七
年
）。
ま
た
、
辻
村
み
よ
子

「女
性
の
権
利
と

『平
等
Ｌ

（杉
原
泰
雄
・
樋
口
陽

一
編

「論
争
憲
法
学
」
二
〇
一
頁

（
一
九
九
四
年
と
。

一
一　
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決

１
　
訴
訟
の
経
緯

バ
ー
ジ

ニ
ア
州
立
士
官
学
校

（く
い置

●̈
ご
く
い澤
ミ
く
Ｈ房
一】け●
けｐ

以
下
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
）
は
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
の
公
立
高
等
教
育
機
関
の
な
か

で
唯

一
の
別
学
校
で
あ
る
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
特
徴
的
な
使
命
は
、
市
民
生
活
に
お
い
て
も
軍
隊
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
男
性
、

す
な
わ
ち

「市
民
兵
士
」
の
養
成
で
あ
る
。

合
衆
国
政
府
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
男
性
の
み
を
入
学
さ
せ
る
と
い
う
政
策
が
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
Ｖ

一
一二



Ｍ
Ｉ
を
相
手
取
っ
て
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。
連
邦
地
裁
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
勝
訴
さ
せ
た
。
し
か
し
、
第
四
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
原
判

決
を
破
棄
し
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
に
、
憲
法
違
反
を
是
正
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
女
性
の
た
め
の
教
育

機
関

と
し

て
、

バ
ー
ジ

ニ
ア
州
立
女

子
リ

ー
ダ

ー

シ

ッ
プ
学
校

（く
いに
【●
ご

ョ

ｏ
日
①
●
．り
Ｈ房
け
い言
け

ど
『
Ｆ
①
，
鮎
①
『
争
円ｐ

以
下
、

Ｖ
Ｗ
Ｉ
ｔ
）

を
設
立
し
た
。
連
邦
地
裁
は
、
こ
れ
が
平
等
保
護
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
判
断
し
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
れ
を
支
持
し
た
。

最
高
裁
判
所
は
い
七
対

一
の
多
数
決
で
、
最
初
の
原
判
決
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
入
学
政
策
は
違
憲
―
―
は
支
持
し
、
二
回
目
の
原
判
決
―
Ｉ
Ｖ

（４
）

Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
設
置
は
適
切
な
救
済
方
法
―
―
は
破
棄
し
た
。
六
裁
判
官
の
見
解
を
代
表
し
て
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
述
べ
た
ｏ

２
　
法
廷
意
見

（
一
）
法
廷
意
見
は
、
先
例
の
回
顧
か
ら
始
め
る
。
そ
し
て
、
性
差
別
の
違
憲
審
査
基
準
を
確
認
す
る
。

「我
々
は
、
当
裁
判
所
の
進
路
を
明
ら
か
に
し
た
判
決
―
Ｉ
Ｊ
Ｅ
Ｂ
対
ア
ラ
バ
マ
判
決
及
び
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
立
女
子
大
学
判
決

〔ホ
ー
ガ

ン
判
決
〕
の
中
核
的
な
説
示
を
、
も
う

一
度
、
確
認
す
る
。
す
な
わ
ち
、
性
別
に
基
づ
く
政
府
の
行
為
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
当
事
者
は
、

そ
の
行
為
の

『非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
理
由
』
Ｇ
ｘ
８
ｏ鮎
【●
ｍ
ぞ
り
の『旨
お
】く
ｏ
一湧
け轟
０
”
け̈
ｏ
じ

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「性
別
に
基
づ
き
権
利
や
機
会
を
否
定
す
る
公
的
行
為
に
対
す
る
今
日
の
懐
疑
的
な
審
査
は
、
長
い
歴
史
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
」。
憲

法
制
定
か
ら

一
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
女
性
は
投
票
権
を
与
え
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
半
世
紀
の
間
、
何
ら
か
の

「合
理
的
根

拠
」
が
あ
れ
ば
性
差
別
は
容
認
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

史
上
初
め
て
、
性
差
別
で
女
性
を
勝
訴
さ
せ
た

一
九
七

一
年
の
リ
ー
ド
判
決
以
来
、
「当
裁
判
所
は
、
繰
り
返
し
、
法
や
公
的
な
政
策
が
、

女
性
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
完
全
な
市
民
と
し
て
の
資
格

（ど
】】
ｏ〓
器
３
〓
ｏ
のけ”
け長
ｇ
、
す
な
わ
ち
、
才
能
と
能
力
に
基
づ
き
、

望
み
を
持
ち
そ
れ
を
成
し
遂
げ
社
会
に
参
加
し
貢
献
す
る
平
等
な
機
会
を
否
定
す
る
と
き
、
連
邦
及
び
州
政
府
の
行
為
は
平
等
保
護
原
則
に

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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一一四

矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
き
た
。

性
別
に
よ
る
分
類
を
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
、
人
種
や
出
身
国
に
基
づ
く
分
類
と
同
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
リ
ー
ド
判
決
以
降
の
判
決

で
、
当
裁
判
所
は
、
女
性

（や
男
性
）
に
ド
ア
を
閉
ざ
し
た
り
機
会
を
否
定
す
る
公
的
行
為
を
注
意
深
く
審
査
し
て
き
た
。
性
別
に
基
づ
く

公
的
な
分
類
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
の
、
当
裁
判
所
の
最
近
の
傾
向
を
要
約
す
る
と
、
救
済
が
求
め
ら
れ
て
い
る
異
な
る
取
り
扱
い
や
機

会
の
否
定
に
焦
点
を
当
て
る
際
、
審
査
す
る
裁
判
所
は
、
提
示
さ
れ
て
い
る
正
当
化
理
由
が

『非
常
に
説
得
的
』
か
否
か
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
立
証
責
任
は
重
い
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
州
側
に
あ
る
。
州
は
、
『少
な
く
と
も
、
攻
撃
さ
れ
て
い
る
分
類
が
政
府
の
重
要
な

目
的
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
用
い
ら
れ
て
い
る
差
別
的
な
手
段
が
こ
う
し
た
目
的
の
達
成
に
実
質
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
』
を
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
当
化
理
由
は
真
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
訴
訟
へ
の
対
応
で
後
か
ら
で
っ
ち

あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
男
性
及
び
女
性
の
異
な
る
才
能
、
能
力
ま
た
は
選
好
に
つ
い
て
の
過
度
に
広
汎
な

一

般
化
に
依
拠
し
て
は
な
ら
な
い
。

先
例
が
確
立
し
た
高
次
の
審
査
基
準
は
、
性
別
を
禁
止
さ
れ
た
分
類
と
は
し
て
い
な
い
。
想
像
上
の

『本
来
的
相
違
』
は
、
も
は
や
、
人

種
や
出
身
国
に
よ
る
分
類
の
根
拠
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
男
女
の
身
体
的
相
違
は
今
も
存
在
す
る
」。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
性

別
に
よ
る
分
類
が
、
女
性
の
法
的
、
社
会
的
及
び
経
済
的
劣
位
を
生
み
出
し
た
り
永
続
化
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
て
も
よ
い
こ
と
を
意
味
し

な
い
。

（二
）
最
初
の
争
点
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
女
性
の
入
学
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が
憲
法
上
許
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
主
張
す
る
第

一
は
、
教
育
の
多
様
性
で
あ
っ
た
。
法
廷
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

別
学
教
育
に
よ
り
教
育
上
の
利
益
を
受
け
る
学
生
が
お
り
、
公
立
教
育
機
関
の
多
様
性
が
公
益
に
か
な
う
こ
と
に
争
い
は
な
い
。

「し
か



し
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
、
女
性
を
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
に
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
州
内
の
教
育
の
機
会
を
多
様
化
す
る
目
的
で

設
立
さ
れ
維
持
．さ
れ
て
き
た
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
の
事
件
で
は
、
我
々
の
先
例
は
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
排
除
を

擁
護
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
た

『良
性
の
』
正
当
化
理
由
は
、
自
動
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
張
で

き
る
正
当
化
理
由
は
、
州
の
実
際
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
は
違
う
理
由
に
基
づ
く
行
動
の
口
実

（日
け』ｏ
●
”
】【圏
け【ｏ
房
　
「Ｒ

Ｈ
けいｏ
３

いｏ
ご
Ｂ

Ｒ
欧
①お
ユ
ぞ
”
８
口
●
ヽ
①Ｏ
）
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

「ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
立
女
子
大
学
判
決
が
、
直
接
妥
当
す
る
。
こ
の
事
件
で
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
は
、
看
護
学
校
か
ら
の
男
性
の
排
除
を
正
当

化
す
る
た
め
に
、
州
は

『女
性
に
対
す
る
差
別
を
補
償
す
る
』
『教
育
上
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・ア
ク
シ
ョ
ン
』
を
行
っ
て
い
る
と
主
張
し

た
。
綿
密
な
分
析
を
行
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
『主
張
さ
れ
て
い
る
目
的
』
と

『差
別
的
な
分
類
の
根
底
に
あ
る
実
際
の
目
的
』
と
の
間
に
は

密
接
な
類
似
点
は
な
い
と
認
定
し
た
。
本
件
で
同
様
の
審
査
を
行
う
と
、
同
じ
結
論
に
至
る
」

「最
近
の
歴
史
も
以
前
の
歴
史
も
、
別
学
教
育
の
選
択
に
よ
る
多
様
性
の
追
求
と
い
う
バ
ー
ジ
エ
ア
州
の
主
張
は
支
持
し
な
い
」。
Ｖ
Ｍ
Ｉ

が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
八
二
九
年
だ
が
、
女
性
の
高
等
教
育
の
機
会
は
長
く
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
。

『バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
最
も
権
威
あ
る
高
等

教
育
機
関
』
で
あ
る
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
立
大
学
が
共
学
を
導
入
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
で
あ
り
、
初
め
て
、
男
性
と
同
じ
条
件
で
女
性
の
入
学

を
認
め
た
の
は

一
九
七
二
年
で
あ
る
。

「要
約
す
る
と
、
我
々
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
男
性
の
み
を
入
学
さ
せ
る
と
い
う
方
針
が

『多
様
性
と
い
う
州
の
政
策
を
増
進
す
る
』
と
い
う
説

得
的
な
証
拠
は
な
い
と
認
定
す
る
。
…
…
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
認
め
た
よ
う
に
、
真
に
、
教
育
上
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
目
的
は
、

Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
歴
史
的
で
一
貫
し
た
プ
ラ
ン
ー
ー
『
ユ
一一
―
ク
な
教
育
上
の
利
益
を
男
性
に
の
み
与
え
る
』
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
か
な
え
ら
れ
な

い
。
こ
の
プ
ラ
ン
が
州
の
息
子
た
ち
に
ど
ん
な
に

『十
分
に
』
役
立
つ
も
の
で
あ
れ
、
娘
た
ち
に
は
何
も
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
平

等
保
護
で
は
な
い
」

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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州
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
張
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
独
特
の
教
育
方
法
は
女
性
と
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
州
の
主
張
を
退
け
る
。

「
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
は
、
次
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
敵
対
的
な
教
育
方
法

（”
彎
①『８
計】く
①
日
①け，
ｏ
Ｏ
Ｒ
〓
”
いい
い温
）
は
教
育
上
の
利
益
を
生
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
は
修
正
し
な
け
れ
ば
女
性
に
は
提
供
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
女
性
向
け
の
変
更
は
、
必
然
的
に
、
『根
本
的
』

で

『徹
底
的
』
な
も
の
と
な
り
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
破
壊
す
る
ほ
ど
変
え
る
と
い
う
」

し
か
し
、
コ
少
な
く
と
も
何
人
か
の
女
性
が
、
機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
へ
の
入
学
を
希
望
し
』
、
専
門
家
の
証
言
に
よ
れ
ば
『Ｖ

Ｍ
Ｉ
の
在
校
生
が
求
め
ら
れ
る
活
動
の
す
べ
て
が
で
き
る
』。
さ
ら
に
、
両
当
事
者
は
、
『何
人
か
の
女
性
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
現
在
男
性
に
課
し

て
い
る
身
体
的
基
準
に
合
格
で
き
る
』
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
…
…
要
す
る
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
存
在
理
由
で
あ
る

『市
民
兵
士
の
養
成
と
い

う
目
的
も
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
実
現
方
法
も
』
本
来
的
に
女
性
に
不
適
当
な
も
の
で
は
な
い
」

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
専
門
家
の
証
言
や
連
邦
地
裁
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
男
性
は
敵
対
的
な
雰
囲
気
を
必
要
と
し
女
性
は
協
調
的
な
雰
囲
気
で

成
長
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
だ
が
、
「我
々
は
、
審
査
す
る
裁
判
所
に
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
が
強
調
し
連
邦
地
裁
が
依
拠
し
た
種
類
の
一
般

化
や

『傾
向
』
に

『厳
し
い
目
』
を
向
け
る
よ
う
警
告
し
て
き
た
。
我
々
の
説
示
に
よ
れ
ば
、
機
会
の
門
戸
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
州

は
、
『男
性
と
女
性
の
役
割
と
能
力
に
関
す
る
固
定
的
な
観
念
』
に
基
づ
き
、
資
格
の
あ
る
個
人
を
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
争
点
は
、

『女
性

（や
男
性
）
が
Ｖ
Ｍ
Ｉ
へ
の
入
学
に
賛
成
』
か
否
か
で
は
な
く
、
州
が
、
意
志
と
能
力
の
あ
る
女
性
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
提
供
す
る
独
特

の
教
育
と
参
加
の
機
会
を
否
定
す
る
こ
と
が
合
憲
か
で
あ
る
」

「女
性
の
入
学
が
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
地
位
を
落
と
し
、
敵
対
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
学
校
さ
え
も
破
壊
さ
れ
る
と
い

う
考
え
方
は
、
ほ
と
ん
ど
証
明
さ
れ
て
い
な
い
判
断
で
あ
り
、
…
…
権
利
や
機
会
を
否
定
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
お
決
ま
り
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
。
女
性
が
、
初
め
て
、
法
曹
資
格
や
法
学
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
と
き
、
同
様
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
」



「連
邦
の
士
官
学
校

へ
の
女
性
の
入
学
が
う
ま
く
い
き
、
彼
女
ら
が
こ
の
国
の
軍
隊
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
将
来
に
対
す

る
バ
ー
ジ
エ
ア
州
の
懸
念
が
確
実
な
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
女
性
―
―
そ
の
う
ち
何
人
か
は
資
格
が
あ

る
の
に
―
―
を

『市
民
兵
士
』
の
訓
練
か
ら
排
除
す
る
州
の
正
当
化
理
由
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『非
常
に
説
得
的
』
と
ラ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」

（三
）
法
廷
意
見
の
後
半
は
、
違
憲
判
断
を
示
し
た
原
判
決
が
命
じ
た
救
済
方
法
が
適
切
か
を
論
じ
て
い
る
。

「訴
訟
の
第
二
段
階
に
お
い
て
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
は
、
そ
の
救
済
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
男
性
の
み
の
大
学
と
し
て

そ
の
ま
ま
に
し
、
女
性
の
た
め
に
別
個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
新
設
す
る
も
の
だ
っ
た
」。
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
両
者
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
平
等
保
護
の
審
査
に
耐
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
同
等
で
あ
る
と
し
て
、
支
持
し
た
。

ま
ず
、　
一
般
的
に
、
差
別
の
救
済
方
法
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
る
。

「救
済
命
令
は
、
そ
の
憲
法
違
反
に
密
接
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
機
会
や
利
益
を
違
憲
的
に
否
定
さ
れ
た
者
を

『差
別

が
な
か
っ
た
な
ら
ば
占
め
た
地
位
』
に
置
く
よ
う
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
当
裁
判
所
は
述
べ
て
き
た
。
本
件
の
憲
法
違
反
は
、

男
性
に
与
え
ら
れ
て
い
る
特
別
な
教
育
の
機
会
か
ら
の
女
性
の
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
排
除
で
あ
る
。
違
憲
な
排
除
に
対
す
る
適
切
な
救
済
方
法

は
『過
去
の
差
別
の
効
果
を
可
能
な
限
り
除
去
し
』
『将
来
に
お
け
る
同
様
の
差
別
を
禁
ず
る
』
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と
我
々
は
説
明
し

て
き
た
。

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
女
性
排
除
の
政
策
を
取
り
除
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
、
女
性

に
の
み
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
は
種
類
が
異
な
り
、
有
形
及
び
無
形
の
便
宜
の
点
で
不
平
等
で
あ
る
、
別
個
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
た
」

「Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
有
名
に
な
っ
た
厳
し
い
軍
隊
式
の
訓
練
を
経
験
す
る
機
会
を
女
性
に
与
え
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
Ｖ

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
軍
隊
式
の
教
育
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
『自
尊
心
を
高
め
る
協
調
的
な
教
育
方
法
』
を
採
っ
て
い
る
」

「
バ
ー
ジ
エ
ア
州
は
、
こ
う
し
た
教
育
方
法
の
相
違
は
、
『教
育
上
及
び
発
達
上
の
必
要
性
に
関
す
る
男
女
間
の
重
要
な
違
い
』
―
―
こ
の

『心
理
的
及
び
社
会
的
違
い
』
を
バ
ー
ジ
エ
ア
州
は

『真
実
の
も
の
』
で
あ
っ
て

『
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
は
な
い
』
と
す
る
―
―
に
よ
っ
て
、

教
育
上
正
当
化
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
」

し
か
し
、
コ
女
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
』
に
つ
い
て
の
一
般
化
は
、
そ
の
評
価
が
大
方
の
女
性
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
才
能
と
能
力
に
よ
っ
て
平
均
的
な
記
述
の
範
囲
外
に
い
る
女
性
の
機
会
を
否
定
す
る
こ
ど
を
、
も
は
や
、
正
当
化
し
な
い
。
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
教
育
方
法
が
大
方
の
男
性
に
適
し
て
い
る
と
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
Ｖ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
で

『Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
完
全
に
軍
隊
式
の
経
験
』
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は

『軍
隊
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も

期
待
さ
れ
て
い
な
い
女
性
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
』
こ
と
に
基
づ
い
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。
そ
れ
と
同
じ
理
由
で
、
Ｖ
Ｍ

Ｉ
の

『完
全
に
軍
隊
式
の
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、　
一
般
の
男
性
―
―
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
男
性
に
不
適
切
な
も
の
と
な
ろ
う
。
と
い

う
の
は
、
『Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
在
校
生
の
約

一
五
％
の
み
が
職
業
軍
人
に
な
る
』
の
だ
か
ら
」

「軍
隊
式
の
訓
練
以
外
の
多
く
の
点
で
も
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
と
同
等
の
資
格
が
な
い
。
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
学
生
組
織
、
学
部
、
提
供
さ

れ
る
コ
ー
ス
及
び
設
備
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
ほ
と
ん
ど
及
ば
な
い
。
そ
し
て
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
卒
業
生
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
一
五
七
年
の
歴
史
、
学
校
の

権
威
、
及
び
影
響
力
の
あ
る
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
結
び
つ
い
た
恩
恵
を
期
待
で
き
な
い
」

「要
す
る
に
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
、
男
性
の
み
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
存
続
す
る
一
方
で
、
『同
等
の
女
性
の
み
の
教
育
機
関
』
を
用
意
し
な
か
っ
た
。

州
は
、
公
平
に
み
れ
ば
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
選
択
の
幅
及
び
学
部
の
地
位
、
財
政
、
権
威
、
卒
業
生
の
支
援
と
影
響
力
の
点
で
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の

『暗
い
影
』
と
評
価
さ
れ
る
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
の
で
あ
る
」

ス
ウ
ェ
ッ
ト
判
決
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
学
部
の
評
判
、
学
校
経
営
の
経
験
、
卒
業
生
の
地
位
及
び
影
響
力
、
地
域
社
会
で
の
地



位
、
伝
統
及
び
権
威
な
ど
の
、
客
観
的
に
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
学
校
に
お
い
て
重
要
な
資
質
を
重
視
し
て
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
ヘ
の
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
、人
の
入
学
を
命
じ
た
。
「我
々
は
、
本
件
に
お
い
て
も
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
は
、
州
が
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
お
い
て
支
援
す

る
別
個
の
教
育
の
機
会
が
実
質
的
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
か
っ
た
結
論
す
る
」

法
廷
意
見
は
、
原
判
決
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
性
差
別
に
適
用
し
て
き
た
中
間
審
査
基
準
を
逸
脱
し
た
と
批
判
す
る
。

第
四
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
提
案
さ
れ
て
い
る
救
済
方
法
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
の
教
育
上
の
利
益
を
否
定
さ
れ
た
女
性
を
、
差
別
が
な

か
っ
た
な
ら
占
め
た
で
あ
ろ
う
地
位
に
置
く
も
の
か
否
か
を
審
査
す
る
の
で
は
な
く
、
「
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
が
男
女
に
別
個
の
不
平
等
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
も
、
平
等
保
護
原
則
に
忠
実
か
否
か
を
検
討
し
た
」

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
両
者
の
相
違
を
認
め
た
。
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
控
訴
裁
は
、
実
質
的
に
異
な
っ
て
い
て
か
な
り
不
平
等
な
Ｖ
Ｗ

Ｉ
Ｌ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
結
論
は
、
適
用
す
る
審
査
基
準
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。
第
四
巡

回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
自
ら
発
明
し
た
基
準
を
、
我
々
の
先
例
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
基
準
に
代
え
た
の
で
あ
る
」。
そ
れ
は
、
一
般

的
に
は
、
立
法
府
の
意
志
を
尊
重
す
る

『実
質
的
同
等
性
』
（の３
ｏご
ユ
く̈
ｏ
８
Ｂ
づ
鶴
“
ぴ
い澤
じ

の
基
準
で
あ
る
。
「第
四
巡
回
区
連
邦
控
訴

裁
判
所
が
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
の
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
プ
ラ
ン
を
、
立
法
府
に
敬
意
を
払
う
分
析
に
さ
ら
す
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
フ
日
、
す
べ
て
の
性
に
基
づ
く
分
類
』
は

『高
次
の
審
査
』
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
」

（四
）
そ
し
て
、
合
衆
国
憲
法
の
前
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

「…
…
我
々
の
憲
法
の
歴
史
の
主
要
な
部
分
は
、
か
つ
て
無
視
さ
れ
排
除
さ
れ
て
き
た
人
々
へ
の
憲
法
上
の
権
利
と
保
護
の
拡
張
の
歴
史

で
あ
っ
た
。
〓

九
六
八
年
に
初
め
て
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
入
学
さ
せ
た
］
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
歴
史
は
、
拡
張
さ
れ
て
き
た

『我
ら
人
民
』
に

つ
い
で
の
我
々
の
理
解
を
引
き
継
い
で
き
た
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
在
校
生
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
活
動
を
な
し
う
る
女
性
の
入
学
が
、
『よ
り
完
全

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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〇

な
連
合
』
に
役
立

つ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
能
力
を
高
め
る
の
で
は
な
く
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
破
壊
す
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
な
い
」

３
　
個
別
意
見

（
一
）
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
の
結
果
的
同
意
意
見
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
女
性
排
除
と
救
済
方
法
の
合
憲
性
の
双
方
の
争
点
に
つ
い
て
、

結
論
と
し
て
は
、
法
廷
意
見
に
同
調
す
る
。
し
か
し
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
を
批
判
し
て
い
る
。

第

一
は
、
性
差
別
が
支
持
さ
れ
る
に
は

「非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
理
由
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
、
適
切
な
審
査
基
準

に
関
し
て
、
混
乱
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
は
、
あ
く
ま
で
、
性
差
別
の
審
査
基
準
は
、
ク
レ
イ
グ
判
決
以
下
が
確
立
し

た

「政
府
の
重
要
な
目
的
に
役
立
ち
、
か
つ
そ
の
目
的
の
達
成
に
実
質
的
に
関
連
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
基
準
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
。

■

第
二
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
女
性
排
除
の
合
憲
性
を
、
最
高
裁
判
所
自
身
が
性
差
別
を
容
認
し
て
い
た
時
代
に
湖
っ
て
議
論
す
る
こ
と
は
妥
当
で

は
な
く
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
高
等
教
育
機
関
の
入
学
者
を
片
方
の
性
別
に
限
定
す
る
こ
と
の
合
憲
性
が
問
わ
れ
た

一
九
八
二
年

の
ホ
ー
ガ
ン
判
決
以
降
に
つ
い
て
の
み
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

最
後
に
、
救
済
方
法
に
関
し
て
、
法
廷
意
見
は
事
実
上
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
共
学
に
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
に
等
し
い
と
批
判
し
、
男
女
別
の
教
育
機

関
は
全
く
同

一
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
両
者
の
教
育
の
質
が
、
全
体
と
し
て
同
じ
で
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（二
）
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
法
廷
意
見
に
真
っ
向
か
ら
反
論
す
る
。

基
本
的
に
は
、
男
女
別
学
の
教
育
上
の
価
値
に
つ
い
て
憲
法
は
中
立
で
あ
り
、
あ
る
時
代
の
人
々
が
そ
れ
ま
で
当
然
と
受
け
入
れ
て
き
た

も
の
を
変
え
た
い
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
法
律
を
改
正
で
き
る
と
い
う
の
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
合
衆
日
建
国
ま
で
湖
る



長
い
伝
統
に
支
持
さ
れ
た
慣
行
は
権
利
章
典
で
明
示
的
に
禁
止
さ
れ
な
い
限
り
、
最
高
裁
判
所
は
そ
れ
を
覆
す
立
場
に
な
い
と
し
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ

の
男
子
の
み
の
構
成
や
男
女
別
学

一
般
に
つ
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
と
述
べ
る
。

ス
カ
リ
ア
反
対
意
見
は
、
さ
ら
に
、
多
数
派
の

「懐
疑
的
審
査
」
は
、
実
際
は
厳
格
審
査
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
廷
意
見

は
中
間
審
査
基
準
を
ニ
ケ
所
で
引
用
す
る
が
、
そ
れ
に
は
直
接
答
え
ず
、
「非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
理
由
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
九
回
も
引

用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「正
当
化
理
由
」
が

「非
常
に
説
得
的
」
か
が
厳
格
審
査
基
準
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
と
き
に
納
得
し
得
る
。

し
か
し
、
こ
の
読
み
方
は
中
間
審
査
基
準
に
沿
う
も
の
で
な
く
ホ
ー
ガ
ン
判
決
な
ど
の
先
例
と
矛
盾
す
る
と
主
張
す
る
。

こ
の
結
果
、
男
女
別
学
は
、
違
憲
訴
訟
の
コ
ス
ト
が
き
わ
め
て
高
く
な
る
の
で
、
「機
能
的
に
は
死
亡
」
貧
ロ
ロ
ｏ一いｏ
●
“
中ぞ
Ｏ
①
，
３

す
る
こ

と
に
な
る
と
断
じ
て
い
る
。

（
４
）

Ｃ
ュ
計
の
０
∽
け
”
計
①
の
メ

く
守
咀
ユ
Ｐ

Ｈ
Ｐ
ｏ
ｐ

Ｏ
ｒ

Ｎ
い
０
卜
曾
Ｏ
ｏ
ｅ
・

〓
一　
性
差
別
と
男
女
別
学

１
　
性
差
別
に
関
す
る
判
例
の
概
観

こ
の
四
半
世
紀
、
最
高
裁
判
所
は
、　
一
九
八
〇
年
代
初
め
の
動
揺
は
あ

っ
た
も
の
の
、

九
〇
年
代
に
お
い
て
も
こ
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ（漫
。　
一
九
九

一
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

間
接
的
母
性
保
護
の
合
法
性
が
問
わ
れ
た
事
件
だ
が
、
最
高
裁
判
所
は
、
全
員

一
致
で
、

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―

多
く
の
性
差
別
を
違
憲
と
判
断
し
て
き
た
。　
一
九

コ
ン
ト
ロ
ー
ルズ
粧
滅
は
、
わ
が
国
で
いえ
ば
、

こ
の
女
性
保
護
を
違
法
と
判
断
し
た
。
理
由
づ
け

〓
〓
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一

は
分
か
れ
た
が
、
多
数
派
は
、
妊
娠
し
た
女
性
に
限
定
し
て
も
同
様
の
結
論
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、　
一
九
九
四
年
の
Ｊ
Ｅ
Ｂ
牲
に
も
ヽ
理

由
不
要
の
忌
避
に
よ
っ
て
生
じ
た
全
員
女
性
の
陪
審
は
違
憲
で
あ
る
と
い
う
男
性
の
主
張
を
六
対
三
で
支
持
し
た
。
両
判
決
に
は
、
多
少
の

代
償
を
払

っ
て
も
性
差
別
を
打
ち
壊
そ
う
と
い
う
最
高
裁
判
所
の
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
そ
の
も
の
へ
の
厳
し
い
懐
疑
の
目
が
あ

っ（だ
。
そ
し

（９
）

て
、
当
該
性
差
別
の
表
面
上
の
被
害
者
が
男
性
か
女
性
か
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
最
高
裁
判
所
が
判
断
を
躊
躇
し
て
き
た
か
に
み
え
る

（のい
、
公
立
学
校
に
お
け
る
男
女
別
学
の
問
題
で
あ
る
。
公
立
高
校

の
男
女
別
学
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た

一
九
七
七
年
の
ボ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
判
決
は
、
四
対
四
の
同
点
で
、
結
論
と
し
て
は
、
合
憲
の
原
判
決
を

維
持
し
た
。

ミ

（シト
ッ
ピ
州
立
女
子
大
学

（Ｍ
Ｕ
Ｗ
）
の
看
護
学
部
が
、
他
の
学
部
と
同
様
、
男
性
の
入
学
を
拒
否
し
て
い
た
こ
と
に
か
か
わ
る
ホ
ー

ガ
ン
判
決
も
、
看
護
学
部
の
男
性
拒
否
に
限
っ
て
検
討
す
る
と
冒
頭
の
脚
注
で
争
点
を
限
定
し
て
い
る
。
ホ
ー
ガ
ン
判
決
は
、
そ
の
よ
う
に

（・２
）

争
点
を
限
定
し
た
も
の
の
、
男
女
別
学
に
か
か
わ
る
重
要
な
先
例
と
み
な
さ
れ
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
で
も
た
び
た
び
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡

単
に
み
て
お
こ
う
。

真
っ
二
つ
に
分
か
れ
た
最
高
裁
判
所
の
結
論
を
決
め
た
の
は
、
最
高
裁
判
所
史
上
初
め
て
の
女
性
だ
っ
た
。
多
数
派
の
五
裁
判
官
を
代
表

し
て
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
法
廷
意
見
は
、
違
憲
審
査
基
準
に
関
し
て
、
「
こ
の
州
法
が
、
女
性
で
は
な
く
男
性
を
差
別
し
て
い
る
こ
と
は
、
州
法
を
司
法
審
査

か
ら
免
除
し
た
り
、
審
査
基
準
を
格
下
げ
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
男
性
差
別
で
あ
っ
て
も
女
性
差
別
で
あ
っ
て
も
性
差
別
に
は
中

間
審
査
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
こ
で
、
後
の
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
で
議
論
の
的
に
な
る
、
性
差
別
を
擁
護
す
る
当
事
者
は

「非
常

に
説
得
的
な
正
当
化
理
由
」
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
説
示
が
出
て
く
る
が
、
内
容
は
従
来
の
中
間
審
査
基
準
と
同
じ
で
あ
る
。



そ
し
て
、
女
性
差
別
の
補
償
を
意
図
し
た
教
育
上
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
Ｍ
Ｕ
Ｗ
の
主
張
に
対
し
て
、
看
護
教
育
の

分
野
で
女
性
は
差
別
さ
れ
て
き
た
ど
こ
ろ
か
看
護
学
部
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
拒
否

し
た
。「看

護
学
部
へ
の
男
性
の
入
学
を
拒
否
す
る
と
い
う
Ｍ
Ｕ
Ｗ
の
政
策
は
、
女
性
が
直
面
す
る
差
別
的
な
障
害
に
対
す
る
補
償
で
は
な
く
、

看
護
は
も
っ
ぱ
ら
女
性
の
仕
事
で
あ
る
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
考
え
方
を
永
続
さ
せ
る
傾
向
を
も
つ
。
Ｍ
Ｕ
Ｗ
の
入
学
政
策

は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
が
州
立
の
看
護
学
校
の
門
戸
を
男
性
よ
り
も
女
性
に
多
く
割
り
当
て
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
男
性
で
は
な
く
女

性
が
看
護
婦
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
古
い
考
え
方
に
力
を
貸
し
、
看
護
は
女
性
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
現
実
の
予
言

（の①亭

ど
罫
目
認
３
８
り
，
８
じ

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
州
が
、
『良
性
の
補
償
目
的
』
を
唱
え
て
い
る
も
の
の
、
主
張
さ

れ
て
い
る
目
的
が
差
別
的
分
類
の
下
に
あ
る
真
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
」

２
　
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
の
評
価

（
一
）
改
め
て
、
判
旨
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

第

一
は
、
性
差
別
に
つ
い
て
い
か
な
る
違
憲
審
査
基
準
を
適
用
す
る
か
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、
性
差
別
を
合
憲
と
す
る
に
は

「非
常
に

説
得
的
な
正
当
化
理
由
」
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
中
間
審
査
基
準
を
引
用
す
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
真
の
立
法
目
的
の
要
件

も
含
ま
れ
る
。

次
に
、
そ
の
違
憲
審
査
基
準
を
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
女
性
の
入
学
を
拒
絶
し
て
い
る
問
題
に
当
て
は
め
て
、
教
育
の
多
様
性
と
い
う
が
、
こ
れ
は

真
の
立
法
目
的
と
は
い
え
ず
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
利
益
は
女
性
に
は
与
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
、
「非
常
に
説
得
的
な
正
当
化
理
由
」
と
は
い

え
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
独
特
の
教
育
方
法
が
女
性
に
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
も
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
入
学
を
希
望
し

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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四

Ｖ
Ｍ
Ｉ
が
要
求
す
る
基
準
に
合
格
す
る
女
性
が
い
る
以
上
、
「本
来
的
に
女
性
に
不
適
当
な
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
同
様
の
結
論
に
至
る
。

最
後
に
、
違
憲
判
決
の
救
済
方
法
と
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
共
学
化
で
は
な
く
、
Ｖ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
―
―
女
性
の
た
め
の
―
―
別

学
教
育
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
、
「分
離
さ
れ
か
つ
不
平
等
」
で
あ
る
と
し
て
否
定
す
る
。

全
体
と
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
は
、
基
本
的
に
、
従
来
の
判
例
、
特
に
、　
一
九
九
〇
年
代
の
反

・
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
路
線
の
延
長
上
と
み
ら
（・３
）

れ
る
が
、
ン」
れ
ま
で
の
経
緯
―
―
ボ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
判
決
や
ホ
ー
ガ
ン
判
決
―
―
か
ら
す
る
と
全
員

一
致
に
近
か
っ
た
の
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

ま
す
ま
す
、
最
高
裁
判
所
が
性
差
別
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
い
え
よ
う
。

（二
）
次
に
、
個
々
の
論
点
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

初
め
は
、
性
差
別
の
違
憲
審
査
基
準
で
あ
る
。
ま
ず
、
審
査
基
準
に
い
う
重
要
な
立
法
目
的
と
は
真
の
立
法
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
真
の
立
法
目
的
と
い
う
要
件
は
、　
一
九
七
〇
年
代
の
違
憲
判
決
や
ホ
ー
ガ
ン
判
決
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
の
で
、

目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
過
去
に
お
い
て
は
、
多
ぐ
の
場
合
、
主
張
さ
れ
て
い
る
立
法
目
的
と
問
題
の
性
差
別
と
は
実
質
的
関
連
性
を

欠
く
の
で
、
真
の
立
法
目
的
と
は
い
え
な
い
し
違
憲
で
あ
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
「真
の
立
法
目
的
」
の
要
件
は
な
く

て
も
結
論
は
同
じ
で
あ
っ（型
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
で
は
、
教
育
の
多
様
性
と
い
う
主
張
さ
れ
て
い
る
立
法
目
的
と
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
入

学
政
策
と
の
実
質
的
関
連
性
を
問
う
こ
と
な
し
に
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
バ
ー
ジ
エ
ア
州
の
教
育
制
度
の
な
か
で
の
女
性
差
別
の
一
環
で
あ

る
と
断
じ
て
い
る
。
論
理
的
に
は
、
後
知
恵
の
立
法
目
的
は
、
問
題
の
性
差
別
と
の
実
質
的
関
連
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
性
差
別
を
正
当
化

（・５
）

し
な

い
と
‘い
う

こ
と

に
な

る
。

法
廷
意
見
の
違
憲
審
査
の
枠
組
み
が
中
間
審
査
な
の
か
そ
れ
以
上
の
も
の
な
の
か
が
論
議
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
立
法
目
的

と
性
差
別
と
の
実
質
的
関
連
性
の
程
度
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。



具
体
的
に
は
、
「
女
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
』
に
つ
い
て
の
一
般
化
は
、
そ
の
評
価
が
大
方
の
女
性
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
才
能
と
能
力
に
よ
っ
て
平
均
的
な
記
述
の
範
囲
外
に
い
る
女
性
の
機
会
を
否
定
す
る
こ
と
を
、
も
は
や
、
正
当
化
し
な
い
」、
換

言
す
れ
ば
、
大
部
分
の
女
性
に
あ
て
は
ま
る
評
価
は
平
均
的
で
な
い
女
性
の
機
会
を
閉
ざ
す
根
拠
に
な
ら
な
い
と
し
て
個
人
に
焦
点
を
あ
て

た
部
分
は
、
「実
質
的
関
連
性
」
以
上
の
も
の
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
中
間
審
査
基
準
は
、
分
類
が
す
べ
て
の

（・６
）

場
合
に
正
し
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
・７

）

そ
の
た
め
、
論
者
の
多
く
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
の
法
廷
意
見
を
、
い
わ
ば
、
強
め
ら
れ
た
中
間
審
査
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で
、
こ
れ
が
厳
格
審
査
か
と
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
少
数
派
の
よ
う
で
あ
る
。
法
廷
意
見
は
、
立
法
目
的
に
つ
い
て
、

「や
む
に
や
ま
れ
ぬ
」
∂
ｏ
８
ｏ
ｏ日
記
一）
レ
ベ
ル
ま
で
は
求
め
て
い
な
い
し
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
、
他
の
手
段
で
は
達
成
で

き
な
い
唯

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（三
）
も
う
ひ
と
つ
の
論
点
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
後
の
男
女
別
学
の
運
命
で
な
饗
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
男
女
別
学
が
許
容
さ
れ
る
余
地
は
き

（・９
）

わ
め
て
狭
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
す
れ
ば
、
男
女
別
学
が
合
憲
で
あ
る
と
す
る
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
男
女
別
学
は
平
等
だ
か
ら
そ
も
そ
も
性
差
別
で
は
な
い
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
最
高
裁
判
所
は
、
男
女
別
学
自

体
が
差
別
と
は
い
っ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、
性
別
に
つ
い
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
は
ま
だ
な
い
か
ら
、
こ
の
理
屈
が
通
る
可
能
性
は
論
理
的

に
は
あ
る
。
し
か
し
、
無
形
の
要
素

含
諄
営
吼
ぴ
お
ご
ｏ一Ｒ
）
ま
で
比
較
せ
よ
と
い
う
ス
ウ
ェ
ッ
ト
判
決
を
引
用
し
て
い
る
こ
之
か
ら
み
て
、

新
規
に
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
別
学
校
を
設
置
す
る
よ
う
な
場
合
以
外
に
は
、
男
女
別
学
だ
が
性
差
別
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
上

あ
り
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
１
１

二
五
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も
う
ひ
と
つ
は
、
性
差
別
だ
が
合
憲
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
最
高
裁
判
所
は
、
男
女
別
学
の
目
的
と
さ
れ
る
教
育
の

多
様
性
や
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
自
体
を
否
定
し
て
い
な
い
。
法
廷
意
見
は
、
別
学
教
育
に
よ
り
教
育
上
の
利
益
を
受
け
る
学

生
が
お
り
、
教
育
の
機
会
の
多
様
性
を
支
持
す
る
州
の
権
限
を
問
題
に
し
て
は
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
も
、
可
能
性
は
か
な
り
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
、
性
差
別
を
正
当
化
す
る
立
法
目
的
は
、
訴

訟
に
対
応
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
真
実
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
真
の
立

法
目
的
の
要
件
に
よ
っ
て
、
審
査
の
入
り
口
で
違
憲
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
ぐ
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
次
に
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

最
高
裁
判
所
が
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
非
常
に
厳
し
い
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
要
求
さ
れ
る
実
質
的
関
連
性
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
で
あ
る
。
平
均
的
男
女
を
前
提
と
す
る
の
で
は
不
十
分
で
、
例
外
的
な
男
女
に
も
対
応
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
ハ
ー
ド
ル
は
、
性
差
別
の
合
憲
性
を
立
証
す
る
側
に
相
当
な
重
荷
と
な
ろ
う
。

（２０
）

私
見
に
よ
れ
ば
、
男
女
別
学
に
存
在
理
由
が
全
く
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
問
題
は
、
そ
の
効
用
が
、
オ
ア
判
決
に
い
う
性
差
別
自
体
が

も
つ
本
来
的
危
険
―
―
「性
別
に
基
づ
き
利
益
と
負
担
を
配
分
す
る
立
法
上
の
分
類
は
、
女
性
の
『特
有
の
場
所
』
と
女
性
の
特
別
の
保
護
に

対
す
る
ニ
ー
ド
に
つ
い
て
の
ス
テ
ン
オ
タ
イ
プ
を
強
調
す
る
と
い
う
本
来
的
な
危
険
を
伴
う
」
―
―
を
上
回
る
程
度
の
も
の
か
否
か
、
そ
し

（２‐
）

て
、
男
女
別
学
に
よ
っ
て
し
か
達
成
で
き
な
い
も
の
な
の
か
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合
憲
説
は
、　
一
般
に
、
男
女
別
学
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す

る
こ
と
に
忙
し
く
、
そ
の
方
面
の
論
証
が
不
十
分
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
極
論
す
る
な
ら
、
合
憲
説
の
論
法
で
い
け
ば
人
種
別
学
で
す
ら
教

育
的
効
果
が
あ
れ
ば
許
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（四
）
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
で
は
争
点
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
女
性
の
み
の
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
教
育
上
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
な
♂
。
概
し
て
ヽ
性
差
別
の
分
野
で
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
に



好
意
的
で
あ
（♂
。
ホ
‐
ガ
ン
判
決
も
、
そ
れ
が
重
要
な
立
法
目
的
で
は
な
い
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
結
論
と
し
て
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判

決
を
前
提
に
す
る
と
、
女
性
の
み
の
教
育
機
関
が
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
余
地
は
小

さ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
大
の
障
害
は
、
法
廷
意
見
の
コ
良
性
の
』
正
当
化
理
由
は
、
自
動
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
張

で
き
る
正
当
化
理
由
は
、
州
の
実
際
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
際
に
は
違
う
理
由
に
基
づ
く
行
動
の
回
実
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
歴
史
の
あ
る
既
存
の
女
子
大
学
に
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
説
明
は
妥
当
し
な
い
と
い
う

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
教
育
機
関
に
お
い
て
制
度
的
な
性
差
別
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
政
府
が
す
べ
き
第

一
は
制
度
的
な
性

差
別
の
撤
廃
で
あ
り
、
そ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
あ
り
得
な
い
。
歴
史
の
あ
る
女
子
大
学
の
学
部

構
成
が
、
い
わ
ゆ
る
女
性
向
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
壁
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
最
高
裁
判
所
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
比
較
的
最
近
設
置
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
た

め
に
、
な
ぜ
女
子
大
学
が
必
要
か
と
い
う
率
直
な
疑
間
が
あ
る
。
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
優
先
的
取
り
扱
い
や
ク
ォ
ー
タ
制

を
と
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
黒
人
の
教
育
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
黒
人
大
学
を
作
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
君
塚
正
臣

は
、
「そ
も
そ
も
女
性
の
大
学
進
学
者
を
増
や
す
目
的
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
す
べ
て
の
大
学
を
共
学
に
し
、
共
学
の
下
で
女
性
の
最
低
定
員

を
定
め
る
と
い
う
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
解
決
、
同

一
以
上
の
効
果
で
し
か
も
分
離
教
育
に
は
な
ら
な
い
解
決
方
法
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

（２４
）

ろ
う
か
」
と
主
張
し
て
い
る
。
結
局
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
説
明
は
後
知
恵
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
払
拭
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
パ
イ
ル
も
、
女
子
大
学
が
、
い
ま
さ
ら
、
女
性
差
別
の
補
償
目
的
で
あ
り
、
そ
の
効
果
的
な
唯

一
の
方
法
が
男
子
学
生

の
い
な
い
環
境

（男
性
の
教
職
員
は
か
ま
わ
な
い
の
に
■
）
で
の
教
育
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
突
き
放
し
た
見
方
を
し
て

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―

三
七
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（２５
）

い
る
。

三

八

七（一一」「」中̈嚇紳̈一］讐］い神一一̈一輌一一̈̈
一̈̈警］̈「い「『̈一］いい榊書中̈嚇一一一てれ一一「一

の
ゴ
ト
ル
ド
バ
ー
グ
牲
だ
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
現
在
の
最
高
裁
判
所
が
、
両
判
決
の
先
例
と
し
て
の
価
一
に
疑
間
を
も
っ
て
か
％

こ
と
の
現
れ
な
の
だ
ろ
江
理
。
こ
の
こ
と
は
、
男
性
の
み
を
処
罰
す
る
強
姦
罪
の
規
定
を
合
憲
と
し
た

一
九
八

一
年
の
マ
イ
タ
ル
・
Ｍ
判
決

に
も
妥
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
に
は
批
判
的
な
学
説
が
多
か
っ
た
が
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

（５
）
拙
稿

「性
差
別
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
自
由
」
法
経
論
集

（静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
部
）
第
七
五
・
七
六
号
三
二
四
頁

（
一
九
九
六
年
）。

（６
）
Ｃ
。
＞
Ｌ
「
。
メ
『ｏご
あ
ｏ●
Ｏ
ｏＯ
町
ε
タ
ト００
Ｃ
。
，
Ｈ∞Ｎ
貧
００
こ
。

（７
）
】・
Ｕ
・
”
。
メ
＞
【“び
，
８
Ｐ
９〓

Ｃ
・
り
【Ｎ『
曾
００こ
・

（８
）
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
判
決
に
つ
い
て
い
え
ば
、
個
人
主
義
の
延
長
線
上
に
あ
る
男
女
平
等
と
、
個
人
主
義
の
修
正
の
上
に
立
つ
労
働

法
と
の
折
り
合
い
を
ど
う
つ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
拙
稿

「ア
メ
リ
カ
法
に
み
る
母
性
保
護
と
男
女
平
等
」
法
経
論
集

（静
岡
大
学
法
経

短
期
大
学
部
）
第
六
七
上
ハ
八
号

一
九
一
頁

（
一
九
九
二
年
）。
ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｂ
判
決
に
つ
い
て
は
、
多
数
派
の
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
も
、
「性
差
別
に

対
す
る
本
日
の
重
要
な
一
撃
」
は
、
英
米
法
に
お
い
て
長
い
伝
統
を
も
ち
、
公
平
な
陪
審
の
選
定
に
貢
献
し
て
き
た
理
由
不
要

・の忌
避
の
行
使
に
制

約
を
加
え
る
と
い
う
犠
牲
を
伴
う
と
述
べ
て
い
る
。



（９
）
拙
稿
前
掲
注

（５
）
二
〇
四
頁
。

（１０
）
く
Ｒ
ｏ暉
■
８
８
メ
∽
多
ｏ
Ｓ
∪
いの計『一３
Ｒ
『
巨
【“
Ｏ
①
ぼ
〓
Ｐ
お
ω
ｇ

∽
、
８

曾
鴫
↓

同
点
票
決
の
原
因
を
作
っ
た
の
は
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
裁
判
官

の
病
気
だ
っ
た
が
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
が
審
理
に
参
加
し
て
い
れ
ば
合
憲
判
決
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
ｎ
）

りヽ

ｏ̈
ｏ
協̈
】つ
い
Ｃ
●
一く
①
喘
ａ
ご
「
ｈ
ｏ
『
Ｊ
、ｏ
日
ｏ
い
く
，
国
ｏ
”
”
Ｆ

卜
ｕ
∞
Ｃ
・
∽
・
べ
μ
∞
貧
０
∞
じ
・

（・２
）

‐ホ
ー
ガ
ン
判
決
は
、
最
も
重
要
な
性
差
別
判
決
で
中
間
審
査
基
準
に
新
し
い
生
命
を
与
え
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
０
３
ｏ

０
８
目
ｐ①【卜

」ュ
８
ヽ

８
８

８
・
誅

〓
ド
青
柳
幸

一
も
、
そ
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
。
前
掲
注

（３
）
三
七
七
―
七
八
頁
。

（「わ
）
Ｕ
Ｑ
●
”
】
”
ｏ●
①
識
けＰ
Ｕ
●
●
“
】
ロ
ロ
『ヽ
①●
∽
¨
貪∽
ド
のり
出
ｏ
”
【
∽
Ｑ
Ｆ
一疵
●
Ч
、．
ｈｏ
『
０
０●
Ｏ
①『
０
【”
のの〓
いｏ
”
Ｌ
σ
う
の
”
沖
①『
Ｃ
が
片
ｏ
ヽ
∽
一”
け①の
く
。く
】『”
【●
い”
・ω
Ｏ
ｒ
Ｏ
く
。

ｒ

＞
。
ｒ

Ｈｇ
く
。
いω
ωＰ
【ω
ｏ
ｏ
（日００
Ｊ
・

（・４
）
拙
稿

「合
衆
国
に
お
け
る
性
差
別
を
め
ぐ
る
違
憲
審
査
基
準
の
展
開
」

一
橋
研
究
第
六
巻
第
四
号

一
頁

（
一
九
八
二
年
）。

（・５
）
↓
，
ｏ
り
も
お
日
ｏ
Ｏ
ｏ
●
ュ
・
８
８

↓
Ｑ
日
Ｌ
８

口
＞
”
メ

ｒ
・
卿
ｕ
メ

昴
Ｐ
葛
ｏ
（３
８
）は
、
以
前
の
判
決
と
対
照
的
に
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
は
、
男
女
別
学

が
教
育
上
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
州
の
主
張
す
る
立
法
目
的
が
真
の
も
の
で
は
な
い
と
し
た
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、

真
の
立
法
目
的
の
分
析
に
つ
い
て
、
ユエ
法
動
機
や
目
的
の
審
査
が
厄
介
な
こ
と
は
最
高
裁
判
所
自
身
も
認
め
て
い
る
と
お
り
で
、
こ
れ
を
独
立
し
た

分
析
と
し
て
用
い
る
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
法
廷
意
見
を
厳
し
く
批
判
す
る
。

（・６
）
Ｏ
ｏ
い
の出
言
”け一ｏ
●
”
【
ｒ
増
「
―
一”
ｏ
●
』
り
「２
お
ｏ一一ｏ
甲
―
Ｏ
①口
Ｏ
①『
∪
お
ｏ■
■
Ｆ̈●
”
け̈
Ｏ
い
¨
↓
，
①
く
守
”
い●
【”
ぞ
ｎ【【】け営
く
【晏
り出
言
“一①
Ｈ∽
〇
一く
①●
暉
５
０
●
●
ｏ
ユ
●
，

ュ
ぞ

ざ

ｏ
お
“
け

、６
〓
お
●
‥∽
２
，
①あ
．．
ｏ
諄

Ｒ

Ｏ
口
”
〓
【①
Ｏ
ヨ
ｏ
８
８
・
ぉ

Ｚ
ｏ
”
↓
目
∪
＞
【
〇
↓
＞
ｒ

困
を
Ｌ
田
」
含

曾
８
０

ま
た
、
性
差
別
の

審
査
基
準
が
黙
示
的
に
変
更
さ
れ
た
か
は
未
解
決
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
「実
質
的
関
連
性
」
以
上
の
も
の
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
映
る
と
す
る
。

パ
イ
ル
も
、
大
部
分
の
男
女
に
は
妥
当
す
る

一
般
化
は
す
べ
て
の
女
性
志
願
者
は
不
適
格
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
な
い
と

す
ら
０
。
「
Ч
】①
・
】●
オ
・“
・
●
〇
け①
い０
ヽ
”
一
Ｎ
Ｈ”

男
女
別
学
の
合
憲
性
「
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



法
政
研
究
三
巻
二
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
　
　
・

（‐７
じ
　
０
】①
”
のｏ
●
・
Ｃ
，Ｄ
一̈①
Ｏ
∽
一“
粛
あ
く
。
く
守
”
●̈
】“
¨
∽
庁
①づ
Ｌ
Ｏ
”
一
∽
ｏ『」
Ｌ
い
く
”
い
０
一，
①
「
●
け」
ｏヽ
ｏ
ｈ
Ｏ
①い
Ｏ
①【
∪
】∽ｏ『守
い
【●
“
〓
０
い
ｒ
“
Ｊ
ご
『ｏ
∽
由
・́
「
〇
目
Ｚ
∽゙

ｒ

”
”
メ

∞
８

（３
８
）は
、
法
廷
意
見
を
、
中
間
審
査
基
準
を
強
め
厳
格
審
査
に
近
づ
け
た
新
し
い
基
準
と
と
ら
え
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
最
高
裁
判

所
が
厳
格
審
査
基
準
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
と
み
る

（い
き
な
り
厳
格
審
査
基
準
を
持
ち
出
し
て
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
フ
ロ
ン

テ
ィ
エ
ロ
判
決
の
反
省
か
ら
）。
ベ
ル
マ
ン
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
の

「懐
疑
的
審
査
」
は
厳
格
審
査
で
は
な
く
、
強
め
ら
れ
た
中
間
審
査
と
み
る
。

ω
Ｏ
【】日
”
炉
〓
ゃ
Ｐ
●
ｏ
討

図
・
パ
イ
ル
も
、
限
り
な
く
厳
格
審
査
に
近
い
新
し
い
中
間
審
査
と
す
る
。
「
Ч
Ｆ

〓
ゃ
Ｐ
●
ｏ
け

８
，
誅

田
”

（・８
）
高
等
教
育
が
女
性
の
生
殖
機
能
に
有
害
と
考
え
ら
れ
て
い
た
な
ど
、
別
学
の
起
源
に
つ
い
て
、
ｒ
①く
，

コ
３
昭
・”
ｏく
」く
①
，

日
，
①
∽
①Ｏ
鷺
，
お
ω
舞

Ｕ
ｏ
」
”
一
∪
ｏ
⊆
耳
】口
①
”
●
Ｑ
∽
①
Ｘ
‐∽
①
”
『
Ｏ
ｍ
“
一①
鮎
Ｕ
ヽ
●
ｏ
，
Ｌ
ｏ
Ｄ
・
Ｐ
Ｎ
国
＞
”
く
。
０
。
”
１
０
。
ｒ
・
ｒ
・
”
”
く
。
９
∞
ｏ
（Ｈ
ｏ
『
ヽ
Ｙ

（・９
）
り
く
お
い
Ｊ
♂
日
①
●
．ｏ
０
２
げ
”
①
∽
¨
♂

∽
①
『
緞
「
”
一ざ
●
”
Ч
ψ
①
ｘ
∽
け』〓
「
口
豫
〓
【”
げ
ド

＞
沖
①
『
Ｃ
●
け̈
０
∽
け”
け①
の
メ

く
守
∞
●̈
ご

Ｐ
ヽ
ミ
厠
・
Ｃ
。
ｒ
Ｌ
召
〕く
。
Ｎ
ｏ
０

曾
ｏ
葛
）は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
な
ど
の
最
高
裁
判
所
の
判
例
の
下
で
女
子
大
学
は
、
公
的
助
成
を
受
け
る
私
学
―
―
財
政
の
平
均

一
九
％
が
公
的
助
成

―
―
も
含
め
て
、
生
き
残
れ
な
い
と
断
じ
る
。
女
子
大
学
の
存
在
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
②
女

性
に
は
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
り
特
別
な
環
境
が
必
要
と
い
う
教
育
上
の
必
要
性
だ
が
、
そ
の
根
拠
や
そ
れ
を
支
え
る
調
査
研
究
は
い
ず
れ
も

薄
弱
で
反
対
の
調
査
研
究
も
あ
る
と
主
張
す
る
。

パ
イ
ル
の
論
文
は
、
オ
コ
ナ
ー
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
両
裁
判
官
に
つ
い
て
、
「女
性
の
」
で
は
な
く
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
人
と
し
て
の
立
場
に

立
つ
平
等
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
と
ら
え
、
「女
性
の
視
点
」
を
強
調
す
る

「
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
を
過
去
の
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
通
ず
る

も
の
と
批
判
す
る

（誅

Ｘ
Ｔ
３
）
な
ど
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
Ｑ
Ｏ
ｏ
●
●
ｏ
炉
『
ｏ
ユ
“̈
、ｏ
「
８
鴨
①のコ
８

Ｚ
。
く
。
ｇ

Ｆ
・
”
同
く
。
８
ふ

（８
８
）は
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
フ
一
ュ
ー
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
を
批
判
す
る
。
オ
コ
ナ
ー
の
こ
の
論
文
は
法
廷
意
見
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（２０
）
０
１
ド
〇
『い
トト
ｏ
Ｃ
・
り
い
Ｏｏ
貧
りヽ
３
・

（
２．

）

口

①
〓
ヨ
Ｆ”
い
。
↓

，
①

く

〇
饉
●
”

メ
７
「
９
日

①
●
．の

ｒ
①
”
ヽ
①
騒
浄
Ｆい
ｏ

∽
ｏ
，
Ｏ
Ｏ
】
“
∽
〓
属
〕【
①
・
∽
①
Ｘ

”
●
げ
【
【
ｏ

国

０
」
０
”
Ｌ

Ｏ
い

」
だ
沖

①
【

メ
♂

で
い

Ｈ
ｃ

Ｐ
ｏ
ｏ
『

Ｊ
く
【
∽
・
ｒ

・
刃

”
く

。
∞
Ｎ
『



は
、
女
性
の
別
学
に
は
教
育
的
効
果
が
あ
る
と
い
う
科
学
的
調
査
か
ら
、
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
維
持
で
は
な
く
そ
の
打
破
に
役
立
つ
公
立
の
別
学

校
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
要
求
さ
れ
る
実
質
的
関
連
性
は
相
当
高
い
レ
ベ
ル
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
共
学
校
の
女
性
は
ど
う

な
る
の
か
、
別
学
の
ほ
う
が
教
育
的
効
果
が
あ
が
る
男
性
は
い
な
い
の
か
と
い
う
疑
間
が
解
消
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
別
学
と
い
う
性
に
基
づ
く
分
類

自
体
に
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
維
持
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｏ
。Ｚ
Ｑ
】ｒ
∽
Ｆ
¨
Ｆ
‐∽
①
ｘ
り
●
げ
一お
∪
０
」
ｏ
”
け【○
い
＞
沖
①【
Ｃ
●
】けｏ
口
∽
け“
け①Ｏ
メ
く
守
¨
】●
Ｓ
・
Ｎ∞
「
０
・
”
Ｚ
・
ｒ
・卜∞
ｏ
貧
Φ０
０
も
、
男
女́
別
等
す
に
つ
い
て
、

最
高
裁
判
所
の
よ
う
に
、
性
差
別
の
観
点
か
ら
性
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
永
続
化
に
つ
な
が
る
か
の
観
点
ば
か
り
で
な
く
、
男
女
の
格
差
の
解
消
に
は

教
育
の
役
割
が
重
要
だ
か
ら
、
男
女
別
学
が
そ
れ
に
役
立
つ
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
特
に
女
性
の
別
学
に
つ
い
て
は
許
容
さ
れ
る
余

地
が
あ
る
と
す
る
が
、
基
本
的
に
、
同
様
の
批
判
が
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。

金
城
清
子

「法
女
性
学
の
す
す
め
」
（第
四
版
）
盆

九
九
七
年
）
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
男
女
別
学
に
も
あ
て
は
ま
る
と
論
じ
て
い
る

（
一
〇
九

―

一
〇
頁
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「女
子
大
学
こ
そ
、
女
性
に
生
涯
教
育
の
場
を
提
供
し
、
多
様
性
の
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
り

う
る
と
こ
ろ
」
「女
子
大
学
は
、
現
代
の
社
会
や
人
々
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
新
し
い
使
命
を
に
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
て
い
る
」

（
一
一
一
頁
）
と
す
る
。
こ
れ
は

「良
い
」
女
子
大
学
は
必
要
と
い
う
趣
旨
だ
ろ
う
か
。
明
晰
な
論
理
で
性
差
別
を
切
っ
て
き
た
金
城
に
し
て
は
歯

切
れ
が
悪
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

（２２
）
大
沢
秀
介
は
、
国
公
立
女
子
大
学
の
憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
の
現
在
ま
で
の
議
論
を
適
切
に
整
理
し
、
ま
た
合
衆
国
の
二
つ
の
判
決
も
検
討
し
て

い
る
。
結
論
と
し
て
、
基
本
的
に
は
違
憲
説
に
分
が
あ
る
も
の
の
、
過
去
の
差
別
の
補
償
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
合
憲
と
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
と

す
る
。
前
掲
注

（３
）。

（２３
）
「
ｏ
，
・
∽Ｏ
●
く
。
↓
『“
い
∽づ
ｏ
二
”
けいｏ
●
＞
崎
①●
ｏメ
ト∞
ｏ
Ｃ
・
∽
。
ｏ
Ｐｏ
つ
０
∞０
・

（２４
）
君
塚
、
前
掲
注

（３
ビ

〓
〓
一頁
。
青
柳
幸

一
も
、
「国
公
立
女
子
大
学
の
設
立
は
、
…
…
積
極
的
差
別
解
消
策
と
し
て
も
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
不

男
女
別
学
の
合
憲
性
―
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一



法
政
研
究
三
巻
二
号

（
一
九
九
八
年
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四
二

適
当
で
あ
る
」
と
す
る
。
前
掲
注

（３
）
四
〇
〇
頁
。

（叶ω
）
り
く
】①
・
の」
ｏ
『”
・
●
Ｏ
け①
【０
・
”
一
ＮＯ
Ｎ
・

（２６
）
０
”
〓
”
●
ｏ
メ
■
３
の一ｑ
ヽ
卜
８

ｇ

ｐ
ω
〓

（８
Ｎ
〉
老
齢
年
金
の
算
定
に
あ
た
っ
て
女
性
を
優
遇
す
る
規
定
が
全
員

一
致
で
合
憲
と
さ
れ
た
。

（２７
）
０
”
【いざ
ヨ
旨

可
①
ヽ
①轟
】
∽
“
ユ
記
じ
鰤
ｒ
ｏ
ｐ
●
＞
脇
ｏ
ｏ
【降
ｏ̈
●
メ
〇
口
①『８
ｋ
Ｓ

Ｃ
。
，
Ｎ
Ｎ
（３
鶏
〉
産
体
を
他
の
疾
病
に
よ
る
休
業
よ
り
も
優
遇
し

て
い
る
州
法
に
つ
い
て
、
公
民
権
法
第
七
編
に
違
反
し
な
い
か
争
わ
れ
た
が
、
最
高
裁
判
所
は
、
六
対
三
で
、
今
世
紀
初
頭
の
女
性
保
護
立
法
と
異

な
り
、
伝
統
的
な
固
定
観
念
の
反
映
で
は
な
く
、
妊
娠

・
出
産
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
合
法
と
し
た
。

（２８
）
∽
ｏ，
Ｆ
ａ
厭
器
『
メ
ロ
巴
Ｆ
【，
ト
ロＯ
Ｃ
・
∽

ＨＯｏ
曾
Φ
『ｇ
・

（２９
）
”
ｏ
資
ド
ｑ

メ
Ｏ
ｏ
【３
ｏお
い
ふ
ω
ｇ

∽
。
ま

貧
８
■

最
高
裁
判
所
は
、
六
対
三
で
、
男
性
の
み
の
徴
兵
登
録
制
の
合
憲
性
を
支
持
し
た
。

（３０
）
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
判
決
な
ど
の
、
時
代
遅
れ
の
性
差
別
を
支
持
し
た
先
例
の
見
直
し
が
適
当
と
い
う
見
解
も
み
ら
れ
る
。
Ｚ
ｏ
［ｐ
旨
「
Ｐ
●
ｏ
序
誌
ヽ

”
一
日ω
ω
ｕ
・

（３．
）
〓
】ｏ，
，
２
〓
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四
　
小
括

結
論
と
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
性
差
別

一
般
に
つ
い
て
、
非
常
に
懐
疑
的
な
見
方
を
し
て
お
り
、
真
の
立
法
目
的
の
要
件
や
高
い
レ
ベ

ル
の
実
質
的
関
連
性
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
の
が
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
中
間
審
査
基
準
の
ニ
ュ
ー
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
評
価
さ
れ
よ
う
。



そ
し
て
、
男
女
別
学
に
つ
い
て
も
、
平
等
か
否
か
の
判
断
に
厳
し
い
基
準
を
示
し
た
ス
ウ
ェ
ッ
ト
判
決
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ

て
、
そ
れ
が
是
認
さ
れ
る
余
地
は
き
わ
め
て
狭
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
限
っ
て
は
、
男
女
別
学
は

「機
能
的
に
死
亡
」
と
い
う
ス

カ
リ
ア
裁
判
官
の
見
解
は
正
し
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

男
女
別
学
の
合
憲
性
ト
ー
Ｖ
Ｍ
Ｉ
判
決
を
中
心
に
―
―




